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埼玉県地域共同リポジトリＳＵＣＲＡへの参加まで
－城西大学の場合－

城西大学水田記念図書館　若生政江

インターネットの出現は、学術情報の流通を一変させ、今まで購読

していた外国雑誌の多くが電子媒体として提供されるようになった。

理学部、薬学部を擁する本学では、購読する自然科学系外国雑誌の約

80％が電子ジャーナルである。限られた図書館予算の中では冊子体と

電子の両方を購読することは不可能で、当然電子のみの購読である。

電子ジャーナルの契約は、アクセス権の購入であり、冊子体購入であ

れば製本することで図書館の書庫に保存されるが、電子ジャーナルは、一部の出版社

では購読期間のみアクセスの保障をしているが、多くは継続的に購入するか、バック

ファイルを購入しない限り半永久的アクセスは保障されない。自然科学系研究者の多

くが、研究成果を海外の学協会や商業出版社へ発表し、著作権を譲渡している現状で、

いつまで電子ジャーナルの購読が続けられるか、学内の研究成果にさえアクセスでき

なくなるかもしれないという危惧がある。

　図書館は、今まで紙媒体資料を保存してきたように電子資料も保存する役目がある

のではないか。電子的に生産された学内の研究成果をどのように蓄積・保存するか、

本学の教育・研究成果は本学で保存するしかない。そしてその保存された情報を発信

し、社会に還元することが大学の説明責任であり、社会評価にも繋がる。それには機

関リポジトリの立ち上げが一番有効であろう。

　このような図書館の考えを如何に大学に理解していただくか。2008年 4月、大学主

催の新入教員への説明会の中で、学外発表論文は必ず著者最終稿を保存しておくよう

に、機関リポジトリ立ち上げのその日のために、と、声を大にしてお願いした。この

ことが学長の記憶に残ったのであろうか、その後、学長から機関リポジトリについて

大学執行部会議で説明するようにとの要請を受け、6月初めにその機会を得た。図書

委員会でも説明し、機会あるごとに機関リポジトリ構築の意義を教職員に説明してい

た。そのような折にSALAの幹事会で「SUCRA」のお話を伺い、学長に相談した結果、

「SUCRA」への参加が決まり、当面は、紀要などの学内発行物と学位論文を掲載するこ

とで決済が下りた。2009年2月の執行部会議には「SUCRA」登録についての説明と、本

学での構築について組織、制度、運用指針、コンテンツ収集方針などの検討をお願い

した。さらに今年度第1回図書委員会ではワーキンググループの立ち上げを上申した

ところである。

　本学では、紀要などの発行物の多くを国立情報学研究所（ＮII）のCiＮ iiに提供

しており、図書館ホームページからも情報発信していた。これらの全文データをＮII

に抽出依頼し、「SUCRA」へ登録することにした。現在1,300件ほどあるコンテンツの

うち、70件登録したところである。当初の学外発表論文の収集については、本学の

「大学評価データベースシステム」に研究者が登録した書誌データを抽出し、メタデ

ータと全文を付けて一括登録する方法を検討している。少ない人数の中、人手を最小

限に抑えた登録ができないと構築、維持は難しい。幸い「SUCRA」への一括登録はさほ
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どの時間も要せずスムーズに登録できている。

　本学での機関リポジトリ構築は未だ始まったばかりであり、広報など学内周知を図

り、体制を整えていかなければならない。埼玉大学や文教大学のお世話になりながら

埼玉県地域共同リポジトリの仲間入りができたことは、SALAの加盟館であったからこ

そである。「地域共同」の持つ意味をあらためて感謝している。
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